
[技術開発をこ有効な情報曇

22.I革 士也 に お け る マ メ 科 牧 ::草 ウ ィ ル ス メ丙
の 発 生 生 態
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霊鈎 う背景

ウィルス病の被害は飼料作物の育穫 ,裁培上重要な問題である。このため,発生するウィ
ルスの種類,ウ ィルス病の発生生態の鮮明,及びその読験方法を開発する必要がある。マメ
科牧草に発生するウィルスζま,マ メ科牧草の主要草種に共通して発生するので,ウ ィルス病
とその病原ウィルスの発生圭態について研究を行った。

成果の内容

マメ科牧草の重要ウィルス病であるアルファルファモザイクウィルス,イ ンゲン黄斑モザ
イクウィルス,ホヮイトクローバモザイクウィルスの発生生態とその被害実態を明らかにし
た。
(1)試験固場でのウィルス病の発生経過は,単播草地では短期間で高率の発生となるが,混
播草地では発生を効果的に制御する。この効果を維持させるには混播草地内のマメ科率の
適正な維持管理を行う必要がある (図 1)。
(2)媒介昆虫では,ツメクサベニマルアプラムシ,ジャガイモヒゲナガアプラムシ,エンド
ウヒゲナガアプラムシとコンドウヒゲナガアプラムシが主要なアプラムシであつた。
(3)マ メ科牧草では,緑斑モザイク,黄斑モザイク,退緑斑点,えそ,縮葉の五種類の基本
的な病徴型が明らかにされ,病徴による感染ウィルスの判定はほぼ可能であった (図 2)。
(4)発生を人為的に作出したアカクローバ,シヨクローバの草地での被害調査の結果,ほふ
く型のシヨクローパの混播草地では健全シロクローバからの補償作用により被害が軽減さ
れたが,株型のアカクローバの混播草地では軽減されずに更に被害が増加した (図 3)。
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(1)本研究の結果はウィルス病抵抗性育種を進めるに当たって,対象ウィルス病の決定と被
害判定指針となろう。
(2)耕種的防除法として混播が有効だが,効果を維持させるためには草地でのマメ科率の適
正な管理が必要である。アプラムシによる伝搬については不明な点が多いので,更に検討
が必要である。
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(秋田 滋)
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図 1.単播、混播草地でのシロクローバウイルス病の自然発生状態
AMV:ア ルファルファモザイクウイルス AMV+3VMV:重 複感染
3YMV:イ ンゲン黄斑モザイクウィルス
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図 3.人為発病混播草地でのシロクローバ、アカクローパの収量
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